
 

 

 

           活動紹介 !  

 

                 マーチの会  
 

 同じ３月生まれの生後９か月の乳幼児を育
てている母親の会です。子育ての情報交換や
子どもの日々の成長をお互いに共有しあうこ
とが主な目的です。  
 皆さん、第１子のお子さんで、新人ママさ
んばかりです。子育てする上での知恵、悩

み、楽しみなどを集まって話すことがちょっ
とした息抜きになるそうです。月に１回の集
まりの中で、季節ごとのイベントもしていま
す。会は、１歳、２歳…と継続していくそう
です。現在は 12家族がメンバーです。  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2024年は辰年。干支でいえば甲辰です。甲辰の年はこれまでこつこつ積み上げてきたものが芽を出し、

努力が実る希望に満ちた年ということだそうです。 

 ご存じの通り、辰年にあてられた動物は竜。身体は大蛇、頭には鹿のような角をもつあの架空の動物で

す。竜に象徴されるイメージは、東洋と西洋をはじめ、所によってそれぞれ独特のものがあり、それにま

つわる話は山のようにあります。しかし、そこに共通しているものは、竜は極めて恐ろしく、とてつもな

い強い力をもっているということです。文学の世界では、古今東西こうした竜の特徴をモチーフにした物

語が数多く作られてきました。 

 もちろん日本にもたくさんあります。浜田広助の童話に「りゅうの目のなみだ」があります。誰からも

恐れられ、遠ざけられ、いじめられる竜とその竜を優しくかばい助ける、ある一人の子どもとの交流の物

語です。宮沢賢治にも「竜のはなし」という作品があります。いつもその恐ろしさと強さで人々を苦しめ

てきた竜が、ある時改心して、自分の身を犠牲にしてまで、他のために尽くすことが誠の道と悟りを啓き

ます。そして、他の生物をも啓発していくという話です。どちらの話も恐ろしさ、近寄り難 

さという竜がもつ特徴の対極である優しさ、慈しみをテーマとしているのが興味深いところ 

です。他にも竜が登場する話には似たような展開が多いような気がします。 

 辰年にあたり、皆様にとって、恐ろしさとは全く無縁の幸せで、優しさ、慈しみに溢れ、 

日頃の努力が実り、希望に満ちた年になりますようにお祈り申し上げます。 

会館事務室から  

１月の催しから  
○ 13(土 ) 

 東久留米こども劇場鑑賞会  

 

○ 14(日 ) 

 山野楽器ピアノ教室発表会  

 

○ 20(土 ) 

 森の会バオバブ成人式  

   

○ 27(土 ) 

 ・文化芸術まちづくりコンサート  

 ・なでしこ幼稚園  

        リトミック発表会  

今月の話題  ― 竜  

これらはあくまでも予定ですので変更もござい

ます。一般の方の参加の可否等、詳細は主催者

までお尋ねください。 

 

 会館では、サークル活動の様子を
多くの方に知っていただくために、
その内容を広報誌「かけはし」や
HP、掲示板などに公開しています。  
 毎年３月に更新の時期を迎えま
す。１月より受付で更新のための用
紙をお配りしております。よろしく
ご協力をお願いいたします。  

会館継続利用団体の皆様へ

へ 


